
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標 年度末評価

（前年度の成果と次年度に向けた課題等）
評価

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）
教員
評価

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

①「確かな学力」の育成

〇全国学力・学習状況調査（質問紙）において、「各教科で
学んだことを生かし、自分の考えをまとめる活動」が全国平
均を２０ポイント以上上回ったことは、授業研究の成果だと
実感している。これは、継続的な授業研究を通じた指導法
の改善が実を結んだものと分析する。

●「話している人の方を見て、最後まで聞く」という項目は、
目標数値には届かなかったものの、学校全体で、91％とい
う結果であった。今後は、特に低学年における授業形態
（座席配置やペアワークの導入など）を工夫し、発達段階に
応じた「対話の土台作り」を徹底していく。低学年での授業
形態の工夫を今後図っていきたい。

A ➡ 「確かな学力」の育成
b,d,f

①児童アンケート「話を聞くときは、話している人の方を見て、最後
まで聞いていますか。」は、９１％、「自分の考えを最後まで伝えてい
ますか？」の項目は、８８％が肯定的評価である。どちらも９５％を
めざす。
②研究会アンケートにおいて学びの成果に対する肯定評価を得る
ことができる。
③質問調査で「各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考
えをまとめる活動を行っていましたか」の肯定評価が全国平均を＋
３ポイント以上

・一人一授業公開をし、問いをつなぎ主体的に学びに向か
う授業の展開を中心にして、対話力を高めていく。
・日々の授業で、授業形態の効果的な設定の仕方やノート
づくり、板書から対話を活性化させる。
・めあてと振り返りを行い、学習内容の定着を図る。
・学習の成果をプレゼンテーションやレポートにまとめた
り、グループで発表したりする活動を取り入れる。
・自学ノートの表彰など家庭学習に対して積極的な評価を
行い、継続した探求的な学習を推進する。
・毎日の朝学習に取り組み、基礎的な学力の定着を図る。

②「豊かな心」の育成

○「家族読書の日」の設定や学年ごとの読書冊数目標（読
書通帳の活用）など、家庭と連携した仕組み作りを推進し
た。多くの児童が、朝会で読書通帳１００冊の表彰を受け
た。

●児童・保護者の「進んで読書に取り組んでいる」という評
価項目は、前年度と比べて５ポイント下がった。 三田市立
図書館の電子図書サービスを活用し、読書への心理的・物
理的ハードルを下げる。また、家庭とさらに連携し家庭での
過ごし方やSNS・ゲーム等の利用ルールについて話し合
い、「ノー画面タイム」の設定など、家庭内での読書環境の
確保を働きかける。

B ➡ 「豊かな心」の育成
b,g

①読書習慣を育むため、『家族読書の日』を設定し、児童・保護者
双方の『進んで読書に取り組んでいる』という評価項目の５％向上
を目指す。
②児童アンケート「自分から進んであいさつをする」は、８８％から９
０％への向上を目指す。

・毎週金曜日の朝読書の日と毎月２３日の「家族読書の
日」を活用して、読書に親しめるようにする。
・学年ごとに読書通帳の達成目標を設定し、読書量の向上
を目指す。
・司書教諭と連携し、国語科のカリキュラムに読書活動を
明確に位置づけ、読書の質と量を高める。
・電子図書の利用を促進するなど、児童が手軽に様々な
ジャンルの本に触れる機会を増やす。
・縦割り班活動や委員会、クラブ活動など異学年交流を積
極的に行う中で、コミュニケーション力を高める。
・進んで「ふたことあいさつ」をすることが相手にとっても、
自分にとっても気分が良くなる体験を重ねることで、自尊感
情を高める。

③ＩＣＴ機器の効果的な活
用

○正多角形の学習においてプログラミングソフトを活用し、
図形を構成する辺や角に着目して指示を出す学習を展開
した。これにより、図形の意味や性質への理解が深まった
算数だけでなく、社会科や総合的な学習の時間において
「〜だから〜になる」といったプログラミング的思考を指導し
た。学力テストの国語で情報の扱い方の正答率が全国平
均より１２ポイント高かった。

● 算数や総合的な学習の時間での成果は見られるが、児
童によっては、「考えを深め、交流するためのツール」とし
ての活用に差が見られる。

A ➡ ＩＣＴ機器の効果的な活用
c,d,e,f

①ICT機器を効果的に活用して授業を展開していく。「図形」領域で
は、特に効果的であると考える。正多角形の学習においては、プロ
グラミングソフトを活用し、指示を適切に出す学習を行う。
「主体的・対話的で深い学びのある授業」を目指して、学習展開を工
夫していく。
②算数の時間だけでなく、総合的な学習の時間など、教科横断的
に活用し、プログラミングに慣れ親しむようにする。プログラミング的
な思考は、様々な授業場面で論理的な思考を繰り返すことで育成さ
れる。「～だから～になる」「～することで～になる」といった思考が
できる学習場面を多く仕組んでいく。

・友だちの考えや自分の考えを画面で共有することで視覚
的に理解し、考えをグループ化したりさらに自分の考えを
深めたりすることにつなげていく。また、考えの活発な意見
の交流ができることをめざす。
・図形について理解を深めさせるためには、図形を構成す
る要素に着目して、図形の意味や性質について理解し、そ
れを基にして図形の構成の仕方について考察できるように
することが重要である。

④「健やかな体」の育成

〇食育では、授業研究を通して栄養教諭や地域の方々（農業
関係者や飲食店経営者）と連携し、食をテーマとした授業づく
りを継続的に実施してきた。その結果、児童の食に対する関
心や意識を高めることができた。

●一方で、後期には学年によって朝ごはんを食べる習慣の割
合が低下する傾向が見られた。基本的な生活習慣の定着に
向けて継続的な指導や家庭との連携が求められる。また、体
力づくりについては、組織的な取組をより具体的に計画・実施
していく必要がある。児童の実態に応じたプログラムを明確に
し、継続的に取り組める体制を整えていくことが今後の課題で

B ➡ 「健やかな体」の育成
c,f

①八景中校区の学びのスタンダード・家庭学習の手引きを活用し、
学年×10分の家庭学習の定着を9割以上とする。
②家庭での主体的な学びが授業に活かされ、学校評価における学
習理解度の項目が、５％向上することをめざす。
③「朝ご飯を食べている」の学校評価の項目を3％向上をめざす。
④基礎体力の向上を目指して、年間継続的な体力作り（縄跳びな
ど）に取り組む。

・委員会活動でなわとび大会を行ったり、目標を持って運
動に継続的に取り組んだりすることで、体を動かすことに
親しめる子どもを増やす。
・児童の食に関する関心を高めるため、栄養教諭と連携し
た食を通した授業づくりを継続的に実施する。

⑤一人ひとりが大切にさ
れる教育・支援の充実

〇児童アンケートの「授業中や休み時間に楽しく過ごせているか」と
いう項目では、96.7％が肯定的に回答しており、全体として非常に
高い評価を得ることができた。これは、日頃の教育活動を通して、
互いに認め合う心や自立する心の育成に継続して取り組んできた
成果が表れているものと考えられる。

●一方で、保護者アンケート「お子さんは、クラスの目標に向かって
頑張っている」という項目では肯定的評価が、昨年度と比較すると
9.1％低下している。児童アンケートで同じ項目では、96.8％と非常
に高い評価を得ているので、今後は、児童が目標を意識して主体
的に取り組む姿がより保護者に伝わるよう、指導や情報発信の在り
方について検討していく必要がある。

B ➡
一人ひとりが大切にされる教育・支
援の充実
a,b,d

①保護者アンケート「お子さんはクラスの目標に向かって頑張って
いる」と児童アンケート「授業中や休み時間に楽しく過ごしています
か」の評価向上を５％向上を目指す。また、児童アンケート項目「授
業中や、休み時間に楽しく過ごしていますか」について５％上げる。

・児童理解や特別支援教育、「三田市いじめ防止基本方
針」に基づく取り組みについての研修を重ね、教育活動全
体を通じて、子どもの社会性を培い、自立心や自律性の育
成に務める。
・自己表現できる環境を意図的に設定し、（人権の木　ウェ
ルビーイングの４因子の掲示　終わりの会でのお互いの良
いところ見つけ）等自己肯定感を高める機会を充実させ
る。
・学校だよりや学年通信などを利用して、クラスの頑張りや
取り組みの様子を保護者あてに積極的に発信する。

⑥地域ぐるみで子どもを
育てる環境づくりの推進

〇地域の方々による登下校の見守り活動やボランティア活動、農
業体験、社会学習などの継続的な支援により、児童は地域とのつ
ながりを実感することができている。また、夏の草刈り活動や松小
フェスタを通して地域の方々との直接交流することが増えたことで、
地域への愛着がさらに高まった。アンケートでは「自分の住んでい
る地域が好きだ」と回答した児童が93.6％となり、高い肯定的評価
が得られえた。特に4年生は100％を達成しており、取組の成果が
明確に表れている。

●来年度より、2年生活科と4年社会科で「松が丘フィールドワーク」
を新設する。地域のゲストティーチャーと校区を巡り、歴史や魅力に
直接触れる体験学習を通して、地域住民との交流を行い、郷土へ
の理解と愛着をさらに深めるとともに、自分たちのまちを大切に思う
心を育み、「地域に根ざした学校づくり」を推進していく。

A ➡
地域ぐるみで子どもを育てる環境づ
くりの推進
c,f,g

①八景中学校区下の小学校でふるさと（校区）を大切に思う心情を
育てていきたいと考え、地域の人との結び付きの機会を増やすこと
を意識する。
②地域とともに「明日も登校したい学校」作りを進めていき、学校評
価での「自分の住んでいる地域が好きだ」の項目を９７％を目指す。

・各学年で地域教材や人材を活用した学習を工夫し、地域
ボランティアの活用をさらに推進する。コミュニティースクー
ルを核とした子どもの学びを地域で支える体制をより充実
させていく。
・児童会活動として感謝のつどいを継続するなど様々な場
面で、地域を意識する活動に取り組む。また、学校での取
り組みを学校だよりや学年通信などから発信する。

〇「教員評価」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（１～５の５段階評価）の平均値
〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず

三 田 市 立 松 が 丘 小 学 校

研究主体【問いをつなぎ 主体的に学ぶ子どもを目指して】

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標
夢に向かって共に生きる児童の育成～学びあい　たすけあい
きたえあう子～ 変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力

a 知識及び技能　b 思考力、判断力、表現力等　c 学びにむかう力、人間性等　d 情報活用能力
e 課題解決能力　f 学び続ける姿勢　g コミュニケーション能力

令 和 8 年 度 学 力 向 上 指 導 改 善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿 学ぶ意欲を持ち、協働して学びに向かう児童の育成

継続性

学 校 長 梶 京 子

４月（※全国学力・学習状況調査の結果などを受けて年度途中で変更する場合は削除、追記部分を朱字で修正）
年度末評価

２～３月
前年度


